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川
端
康
成
の

「

犯
罪
」

小
説

1
「

『

鬼
熊
』

の

死

と

踊
子
」

　

　
「

田

舎
芝
居
」

「

金
塊
」

川
端
康
成
の

「

犯
罪
」

小
説

「

そ
れ

を

見

た

人

達
」

　

　

　
　
　
　

　

　

高

橋

真

理

　
川

端
康
成
に

、

実

際
の

事
件
を

題

材
に

し

た

小

説
が

い

く

つ

か

あ

る
。

な
か

で

も

「

『

鬼

熊
』

の

死

と

踊
子
」

令

改
造
L

昭
和
5
・

5
）

、
一

そ

れ

を

見
た

人
達
L

（

「

改

造
」

昭
和
7
・

5
）

、
「

二

十

歳
」

（

「

改
造
」

昭

和

8
・

2
） 、
「

散
り
ぬ

る

を
」

（
「

改

造
」

昭

和
8
・

11
、

「

文
学
界
一

8
・

12
、

「

改
造
」

9
・

5
）

、
「

田

舎

芝

居．」
（

「

中

央
公
論
」

昭

和
10
・

5
）

、
「

金
塊
」

（

「

改
造
」

昭

和
13
・

4
）

の

六

編
は、
「

犯

罪

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
〔
1）

小
説
」

「

実
録

的
犯

罪
小

説
」

と

呼
ば

れ

て
一

連
の

も

の

と

見
ら

れ

て

き

た
。

こ

の

時
代
に

流
行
し

た

探
偵
趣

味
や

怪
奇
幻
想
趣
味
・

猟
奇
趣
味
に

も

通

じ

る

内
容
を

持

つ

と

こ

ろ

か

ら
、

川

端
の

作
品
の

中
で

は

特
異
な

領
域
に

属
す

る

も

の

と

も

指
摘
さ

　
　
（
2）

れ

て

い

る
。

　
こ

れ

ら

が

現

実

の

事
件
を

モ

デ
ル

に

し

た、

ひ

と

ま

と

ま

り

の

犯

罪
小

説

と

見
ら

川

端
康

成

の

「
犯
罪．一
小
説

高
橋
真
理

＊

．、
i

語

文

科
学
科

　
非
常
勤
講
師

　
目

本
近

現

代

文

学

れ

て

き

た

の

は、

川

端
康
成
自
身
に

よ

る

次
の

よ

う

な

記
述
が

あ

る

か

ら

で

あ

る
。

こ

れ

（

注亠
咼

橋、
「

散
り

ぬ

る

を
」
）

は

或
る

犯

罪
記

録
の

潤
色
で

あ

る
。

（
改

造
社
版
『

新
日

本
文
学
全

集
・

川
端
康
成
集
』

あ

と

が

き

　
昭

和
15
・

9
）

こ

れ

（

注亠
咼

橋、
「

金
塊
」
）

は

有
名
な

事
件
の

記
録

に

も

と

つ

い

て

書
い

た。

（

河
出
書
房
版
『

三

代
名
作
全
集
・

川

端
康
成
集
』

あ

と

が

き

　
昭

和
17
・

4
）

一
二

卜

歳
L

と

「

田

舎
芝
居
」

と

は、

警
察
の

犯

罪
捜
査
の

実
例
記

に

基
づ

い

て

書
い

た。
（

中
略
）

な

ほ

犯
罪

捜
査

の

実
例
記
に

基
づ

い

て、

私
は

こ

の

ほ

か

に

も

「

散
り

ぬ

る

を
」 、
「
『

鬼
熊
』

の

死
と

踊
子
」

な

ど

を

書
い

て

ゐ

る
。

（

岩
波
文

庫
版
『

抒
情
歌
・

禽
獣
』

あ

と

が

き

昭

和
27
・

6
）

　
「

或
る

犯

罪
記
録
」

「

有
名

な

事
件
の

記
録
」

「

警
察
の

犯

罪
捜
査
の

実

例
記
」

と

あ

る

よ

う
に
、

い

ず
れ

も

典

拠
と

し

て

事
件
の

記

録
が

存
在
す
る

こ

と

を

示
唆
し

て

い

る
。

　

ま

た

「

そ

れ

を

見
た

人

達
一

の

よ

う

に、

小

説
自
体

の

中
に、

そ

れ

が

犯
罪

記

録

を．
兀

に

し

て

い

る

こ

と

を

に

お

わ

す
装
置

を

組
み

込

ん

だ

も

の

も

あ

る
。

　一

節
に、

「

け

れ

ど

も、

こ

れ

は

架
空
の

物
語
で

は

な

い
。

私
の

い

は

ゆ

る、

そ

れ

を

見
な

が

ら

そ

れ

を

見

な

か

つ

た

人

達
も、
「

警
察
研
究
資
料
第
十
八

輯
」

に

記

載
さ

れ

て

ゐ

る
、

実
在
の

入
物
ば

か

り

で

あ

る
。

L

と

あ

る
。

　

以

上

の

よ

う

な
こ

と

を

手

が

か

り

に、

こ

れ

ま

で

川
端
の

そ

れ

ら
の

小
説
を

め

ぐ

っ

て
、

次
の

よ

う

な

こ

と

が

明
ら

か

に

さ

れ

て

き

た
。

 
内

務
省
警
保
局

発
行

の

『

捜
査
実
例
集
』

（

昭

和
2
・

7
）

と

い

う
書
物
に、
「

『

鬼
熊
』

の

死

と

踊
r

」

「

そ

れ

を

見

た

人
達
」

一

出

舎
芝
居
L

「

金
塊
」

の

素
材
と

な
っ

た

事
件
の

捜
査
記

録
が

す183

N 工工
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明

星
大

学
研

究

紀
要
【
目

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学

科
】

第

い
二

号
　
二

〇
〇
四

年

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
（
3）

べ

て

収
め

ら

れ

て

お

り、

こ

れ

が

そ

れ

ら
の

典
拠
と

思
わ

れ

る

こ

と
。

 
こ

の

書
物

は
「
警
察
研

究
資
料
」

の

「

第
＋

羅
」

に

当
た

る

の

だ

が、
「．
そ

れ

殯
た

入

垂

で

は

そ

れ

を

「

第
十
八

輯
」

と

変
え

て
、

小
説
中
で

言

及

し

て

い

る

二

と
。

 
［

散

り

ぬ

る

を
L

の

典
拠
は

こ

れ

と

は

別
に、

菊
地

甚
一

著
『

病
的
殺
人

の

研
究
』

（

昭

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
（

5）

和
6
・

7
　
南
北
書
院
）

で

あ

る

こ

と
。

　
つ

ま

り

六

編
の

小
説
の

う

ち

五

編
に

つ

い

て

は、
「

作
者
」

の

「

あ

と

が

き
」

の

記
述
通
り
の

事
件
と、

そ

れ

を

め

ぐ

る

「

記
録
」

の

あ

る

こ

と

が

判
明
し

て

い

る

こ

と

に

な

る。

そ

し

て

小

説
と

そ
の

典
拠
と

の

間

で、

主

と

し

て

物
語

内
容
と

事
件
の

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
れ
　ソ

記

録
内
容
と

に

つ

い

て

の

比

較
が

な
さ

れ

て

き

た
。

　
こ

こ

で

は

そ

う
し

た

先
行
研

究
を

踏
ま

え

な

が

ら、

小

説
と

典
拠
と
の

間
で

こ

れ

ま

で

見
過
ご

さ

れ

て

き

た

問
題
に

つ

い

て

新
た

な

検
討
を

加
え

る

こ

と

に

よ

り、

事

件
や

犯
罪
の

記
録
を

小
説
化

す

る

際
の

川

端
康
成

の

方
法、

さ

ら

に

典
拠

に

対

す
る

川

端
の

小

説
の

位
相
と
い

う
も

の

を

捉
え

て

み

た

い

と

思
う。

二

　
『

捜
査
実
例
集
』

と

は

　
は

じ

め

に、
「

『

鬼
熊
』

の

死
と

踊
予
」

「

そ

れ

を

見
た

人

達
」

「

田

舎
芝
居
」

「

金

塊
」

の

典
拠
と

さ

れ

て

い

る

『

捜
査
実

例
集
』

に

つ

い

て

検
討

し

た

い
。

典
拠
自
体

の

構
造
が

わ

か

ら

な

く

て

は
、

川
端
の

小
説
に

お

け

る

そ
の

引
用

や

「

変
形
」

の

問

題
を、

物
語
内
容
の

レ

ベ

ル

を

越
え

て

理

解
す

る

こ

と

は

難
し

い

と

考

え

る

か

ら

で

あ

る
。

　
『

捜
査
実
例
集
』

は
一

九
二

L

ハ

（

大
正

15
・

昭

和
1
）

年
一

年
間
に

起
こ

っ

た

強

盗
・

殺
人
・

窃
盗
・

詐

欺
等
三

十
四
の

事
件
と

捜
査

の

実
際
例
を

示

す、

警
察
の

内

部
資
料
と

し

て

発

行
さ

れ

た
。

巻

頭
の

「

凡

例
」

に

は
、
「

各
地

方
よ

り

の

重

要

異

例
犯

罪
報
告
」

を

「

輯
録
」

し
、

そ

れ

を

「

刑
事
警
察
上

の

活
材
料
と

し

て
」

役
立

184

て

る

た

め
に

「

之
を

上

梓
し

頒
布
す

る
」

と

記
さ

れ

て

い

る
。

扉
に

は

「

部
外
秘
」

と

あ

り、

巻
末
に

は

「

犯
罪
報
告

用
紙
」

に

つ

い

て

の

各
種
「

通

牒
」

や

「

犯

罪
報

告
用

紙
に

依
る

報
告
書
」

の

実
例
写

真、

お

よ

び

「

現

場
指
紋
に

依
る

犯
罪
検
挙
実

例
」

が

付
さ

れ

て

い

る
。

い

か

に

も

警
察
機
構
の

中
央
か

ら

の

出
版
物
ら

し

い

体
裁

を

持
つ

書
物
で

あ

る
。

　
川

端
康
成
が

小
説
の

典
拠
と

し

た

の

は

そ

の

第
二

章
「

殺
人
」

中
の

「

一
、

久

留

米
村
森
林
内

の

女
屍
体
（
警
視
庁
）

」 、
皿．
三、

千

葉
の

鬼
熊
事
件
（

千
葉
）

L 、
「

十
二、

椒
村
の

入

婿
殺
（

和
歌
山
）

」

と、

第
二

章
「

九、

松
保
丸

の

金

塊
引
揚
詐
欺
（
鹿

児

島）
」

の

四

事
件
の

記
録
で

あ

る
。

そ

れ

ら

を

元

に

し

て

そ

れ

ぞ

れ

「

そ

れ

を

見

た

人
達
」 、
「

『

鬼
熊
』

の

死

と

踊
子
一、
「

田

舎
芝
居
一、
「

金

塊
」

が

作
ら

れ

た
。

　
（

　

）

内
の

地

名
等
の

違
い

か

ら

も

わ

か

る

よ

う
に、

四

つ

の

事
件
は

そ

れ

ぞ

れ

別
々

の

現
場
か

ら

の

「

報
告
」

に

基
づ

い

て

記

述
さ

れ

た

も
の

で

あ

る
。

こ

の

実

例
集
の

性
格
と

し

て、

こ

れ

は

重

要

な
こ

と

で

あ

る
。

と
い

う
の

は、

そ

う
い

う

各

地
の

現
場
の

そ

れ

ぞ

れ

の

差
異
を

超
え

て
、

『

捜
査

実
例
集
』

は

統
一

的
な

叙
述
の

形
を

持
っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

た

と

え

ば

そ
の

書
き

出
し

部
分

を

引
用

し

て

み

よ

う。

A
　
大
正

十
五

年
六

月

四

日、

中

野
電

信
隊
の
一

部
隊
は、

北

多
摩
郡

内
へ

演

習
に

行
つ

て、

其
の

夜
は

久
留
米
村
字
前
沢
の

山
林
で

露
営
し

た
。

（
「

久
留

米

村
森
林
内
の

女

屍
体
」
）

B
　
大
正

十
五

年
八

月
十

九
日、

千
葉
県

香
取
郡
の
一

寒
村
久

賀
村
大

字
出
沼

の

岩
淵
熊
次
郎
（

三

五
）

と

云

ふ

コ
何

馬
車
輓
が、

痴
情
の

結
果
其
の

情
婦
外

二

名
の

者
を

殺
害
し、

三

名
に

傷
害
を

与
へ

、

他
人
の

住
宅
に

放
火

し

て

山

林

内
へ

逃

げ

込

ん

だ

と

云

ふ

事
件
が

発

生

し

た
。

（

「

千

葉
の

鬼

熊
事
件
」
）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

C
　
大
正

十
五

年
九

月
八

日

和
歌

山

県

湯
浅、

黒
江
の

両
警
察
署
へ

匿
名
の

投

書
が

舞
ひ

込

ん

で

来
た

。

（
「

椒
村
の

入

婿
殺
」
）

D

潮
の

香

の

暖
か

い

南
国

の

薩
摩
に

は、

（

コ

松
保
丸
の

金
塊
引
揚
詐
欺
L）

民

間
に

こ

ん

な

伝
説

が

あ

る
。

　

最
後
に

引
い

た

「

松
保
丸

の

金

塊
引

揚
詐
欺
」

だ

け

は

記
述
の

タ

イ

プ

が

異
な

る

が
、

こ

れ

は

他
の

三

件
と

は

事
件
の

性
格
が

違
う

（
こ

れ

は

詐
欺、

他
の

三

件
は

殺

人
）

こ

と

か

ら

生

じ

た

も
の

で

あ

る。

川

端
が

小
説

化

し

な

か

っ

た

残
る

二

十
編
の

出
だ

し

も、

ま

ず
時
間
と

場
所
を

示

し、

事
件
の

発
端
か

ら

語

り

始
め

て

い

る

と

い

う

点
で

、

ABC

と

お

お

む

ね

同
様
で

あ

る
。

引
用
A
で

は
、

そ

の

山

林
で

の

死

体

発
見

が

こ

れ

に

続
い

て

語
ら

れ

る
。

こ

れ

が

こ

の

事
件
の

始
ま

り

で

あ

る
。

B
は、

こ

の

殺
人
傷
害
放
火

事
件
が
、

そ
の

後
四

十
日

余
に

わ

た

る

犯
人

と

警
察
の

対
決

の

時
間
の

始
ま

り

と

な

る。

C
の

投
書
に

は、

二

年
前
の

殺
人

事
件
の

こ

と
が

書
か

れ

て

お

り
、

こ

れ

を

き
っ

か

け
に

埋

も
れ

て

い

た

事
件
が

発
覚
し

始
め

る

こ

と

に

な
る
。

ど
の

事
件
の

記
録

も、

引
用

部
に

続
い

て

捜
査
の

開
始
と

そ
の

過

程
が

詳
細
に

記
さ

れ
、

犯
人
が

逮

捕
さ

れ、

そ

の

供
述
に

よ

っ

て

隠
さ

れ

て

い

た

事
実
が

判
明

す

る

と

い

う

順
序
で
、

全
貌
が

語
ら

れ

る

仕
組
み

に

な
っ

て

い

る
。

　

次
に
、

冒
頭
に

続
く

部
分
の

語
り

方

を

「

久

留
米

村
森
林
内
の

女
屍
体
」

を

使
っ

て

確
認

し

て

み

た

い
。

（

傍
線
高
橋、

以

下
同

様）

　

傍
線
で

示
し

た

よ

う

に、

現

場
を

確
認

に

行
っ

た

数

名
の

人

物
の

「

報
告
」

は、

間
接
的
表
現

に

よ
っ

て

語

ら

れ

て

い

る
。

そ

の

場
で

は

も

ち
ろ

ん

直

接
話
法
で

述
べ

ら

れ

て

い

た

は

ず
の

複
数
の

言
葉
が
、

「

に

依
る

と
」

と

間
接
的
に

ま

と

め

ら

れ

た

の

は、

報
告
の

E
中
過

程
で、

よ

り

L
位
の

語
り

手

に

よ

ウ

て

な

さ

れ

た
こ

と

で

あ

る
。

つ

ま

り

引
用

の

記

述
は、

現
場
で

死

体
を

見
た

者
（

佐
川
一

等
卒
ら

） 、

そ

の

報
告
を

受
け

た

者
（
分

隊
長
） 、

さ

ら

に

そ

こ

か

ら
の

報
告
を

受
け

て

「

分
隊
長
」

な

ど

と

客
観
表
記
し

う
る

よ

う

な

警
察
の

係
官
の

手
へ

移
り、

さ

ら

に

そ

れ

が

警
保

局
の

手
へ

と
い

う

よ

う

な、

上

申
構
造
に

よ
っ

て

で

き

た、

い

わ

ば

ド

位

か

ら

王

位

へ

の

語
り

の

層

の

痕
跡
を、

ど
こ

か

に

留
め

た

も

の

に

な
っ

て

い

る

と

言
え

る
。

其
の

屍
体
は

推
宀

疋

年
齢
二

十山
歳⊥
削

後
の

女
性
で、

を

冠
せ

て

居
る

の

が

光
つ

て

見

え

た
。

（

中
略
）

前
歯
の

］

枚
に

金

着
衣

の

模
様
か

ら

見
る

と
、

ど

う
も

飲

食
店
の

女

中
か
、

又

は

女

工

ら

し

い
。

　

現
場
検
証

の

結
果
が

記
述

さ

れ

て

い

る

部
分
だ

が
、

誰
の

目

に

「

光
つ

て

見

え

た
」

の

か
、

「

飲
食
店

の

女

中
か
、

又
は

女

工

ら

し

い
」

と

思
っ

た

の

は

誰
な
の

か、

特
定

す
る

こ

と

が

難
し

い

記
述

で

あ

る
。

た

だ

こ

れ

が
、

最
終
的
に

こ

の

記
録
を

統

括
し

て

い

る

警
保
局
と

い

う

高
み

か

ら

は

直
接
見
る

こ

と

の

で

き

な

い

世

界
の

声
、

あ

る

い

は

そ

れ

を

写
し

た

文
書
で

あ
っ

た

と
… ．凵
う
こ

と

は

わ

か

る

だ

ろ

う。
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『

何
だ、

本
当
か

、

兎
に

角
四

五

入
行
つ

て

見

て

来
い
』

半
ば

疑
の

念
を

持

つ

た

分
隊
長

は、

再
び

佐
川
一

等
卒
外
三

四

人
の

者
を

現

場
へ

遣
つ

て

見

た
。

／

其
の

報
告

に

依
る

と、

そ

れ

は

紛

れ

も

な
い

腐
敗
し

た

人

間
の

屍
体
で

あ

つ

た
。

屍
体
の

状
況

を

明

確
に

す
る

為
と、

其
の

他
の

点
に

参
考
と

な

る

箇
所
が

多
い

か

ら
、

其

の

当
時
立

会

し

た

加

藤
技
師
の

鑑
定
書
の

全

文
を

次

に

掲
げ

て

見

よ

引
。

川

端
康
成
の

．−
犯
罪
L

小

説

高
橋
真
理
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明
早

大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学

部
・
言

語

文

化
学
科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇
四

年

　
「

其
の

当

時
」

と

い

う

部
分
に、
「

掲
げ

て

見

よ

う
」

と

い

う
語
り

手
の

統
括
的
な

位
置
が

よ

く

表
れ

て

い

る
。

す
べ

て

が

終
結
し

て

か

ら

「

其
の

当
時
」

に

さ

か

の

ぼ

り

う

る

位
置

。

『

捜
査

実
例
集
』

に

お

け

る

事
件
は、

現
場
の

声
の

断
片
を

積
み

重

ね

な

が

ら

臨
場
的

に

語
ら

れ

て

い

く

の

で

は

な

く、

完
結
し

た

時
点
で
、

よ

り亠、
同

い

位
置

か

ら
プ

ロ

ッ

ト

意
識
に

従
っ

て

再
構
成
さ

れ、

あ

た

か

も

死

体
発

見
の

現
場
に

ま

で

届

く

視
点
を

持
つ

か

の

よ

う
に

記

述

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

む

ろ

ん
こ

れ

は、

現
場
か

ら
の

報
告
の

上

申
過
程
の

積
み

重
ね

に

よ

っ

て

警
保
局
と

い

う亠口
同

み

に

至
っ

た

も
の

を

逆
さ

に

し

て

で

き

た

も

の

な

の

で、

見

る

つ

も

り

に

な

れ

ば、

間
接
的
表

現
か

ら

も

語

り

直
し

た

文

体
か

ら

も、

そ

う
し

た

再
構
成
の

跡
を

読
み

と

る

こ

と

が

可

能
で

あ

る
。

　

事
件
に

は

様
々

な
プ

ロ

セ

ス

が

あ

り、

現

場
に

は

犯
人

や

被
害
者
や

目

撃
者
や

捜

査

の

当

事
者
ら

が

複
数
関
わ
っ

て

い

る
。

そ

れ

ら

現
場
の

声
の

断
片
を

集
約
し

て

作

ら

れ

る

の

が、
「

報
告

書
」

で

あ

る
。

「

報
告
書
」

は

何
段
階
か

の

上

申
過

程
を

経
て

最
終
的
に

は

内
務
省
に

到
達
し、

そ

れ

に

基
づ

い

て

『

捜
査
実
例
集
』

が

書
か

れ

て

い

る

の

は

述
べ

た

通
り

で

あ

る
。

こ

こ

に

は
、

最
終
の

記
述
者
一

人

で

は

と

う
て

い

触
れ

る

こ

と

の

で

き

な

い、

末
端
の

現
場
の

声
の
一

つ

一

つ

が

多
層
に

積
み

重
な

り
、

統
括
さ

れ

て

形
を

変
え、

特
権
的
に

集
め

ら

れ

て

く

る
。

そ

れ

を

編
集
し、

再
構
成

し

て

ひ

と

ま

と

ま
り

の
、

も

は

や

動
か

し

え

な

い

形
で

一、
作
品

化
L

し

た

も

の

が

『

捜
査
実
例
集
』

で

あ

る
。

報
告
書
ご

と、

事
件
ご

と
の

叙
述

や

文
体

の

ば

ら
つ

き

は、

語
り

直
す
こ

と

に

よ
っ

て

平
準
化

さ

れ
、

見
え
に

く

く

な
っ

て

い

る
。

現
場
の

声
を

集
約
し、

高
い

位
置
か

ら

統
括
し

て

語
り

直
す
こ

の

方

法
は、

内
務
省
と

い

う

制
度

上

の

権
力
の

あ

り
よ

う
と

合
致
す

る

も

の

で

あ

る
。

　

『

捜
査

実
例
集
』

の

文

章
は

存
外
平

易
で

あ

り、

読
み

物
と

し

て

も

お

も

し

ろ
い

部
分
を

備
え

て

い

る
。

内
務
省
発

行
と

は

い

え、

高
飛
車
な

物
晋
口

い

が

含
ま

れ

て

い

186

る

わ

け

で

も

な

い
。

こ

こ

で

「

高
み
」

「

特
権
的
」

な

ど

と

言
う
の

も、

読
者
に

向

け

た

生

な

姿
勢
に

対
し

て

で

は

な

く、

上

申
報
告
の

形
で

と

り

ま

と

め

ら

れ

て

い

く

実
例
集
と

い

う

よ

う

な

も
の

の

抱
え

持
つ

、

一

種
の

力
学
の

よ

う

な

も
の

に

つ

い

て

の

こ

と

だ

と
い

う
こ

と

を、

付
け

加
え

て

お

き

た

い
。

　

現
場
に

ま

で

届

く

視
点
な
ど

と二．．
囗

っ

た

が
、

そ

れ

も

小

説
な

ど

で

用
い

ら

れ

る、

い

わ

ゆ

る

神
の

視
点
な

ど

と

同

じ

で

は

な
い

。

こ

れ

は

あ

く

ま

で

も

組
織
の

上

で

報

告
の

あ
っ

た

も

の

の

集
積
で

あ
っ

て、

報
告

の

な

か
っ

た

も

の、

つ

ま

り

犯
人
の

心

中
の

微
細
な

部
分
な

ど

に

ま

で

自
由
に

入

る

こ

と

は

な
い
。

声
で

あ

れ

文

書
で

あ

れ、

一

度
は

発
せ

ら

れ

た

も
の
、

そ

れ

が

層

に

な

っ

て

最
も

高
い

位

置
か

ら

統
括
さ

れ

た

言
説
で

成
っ

て

い

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

三

　
踏
襲
／

逸
脱

　

そ

の

よ

う
な

『

捜
査
実
例
集
』

と、

そ

れ

に

基

づ

い

て

書
か

れ

た

と

い

う

四

つ

の

小

説
と

の

問
の
、

本
質
的
な

関
係
に

目
を

向
け
た

い
。

も

ち

ろ

ん

こ

れ

ら
の

小

説
は、

ひ

と

ま

と

め

に

論
ず
る

こ

と

の

で

き

な

い

内

容、

形

式
上

の

個
別
性
を

持
つ

。

ま

た

『

捜
査

実

例
集
』

と

の

関
係
と

言
っ

て

も、
「

『

鬼

熊
』

の

死

と

踊

子．」

の

よ

う
に

作

品
の

半
面
に

の

み

関
わ

る

ケ

ー

ス

と、
「

田

舎
芝

居
」

の

よ

う
に

小
説

全
体
が

『

捜

査
実
例
集
』

の

語

り

直
し

の

よ

う
に

見

え

る

ケ

ー

ス

と

で

は、

一

目

で

大
き

く

関
与

の

比

重
が

違
ク

て

い

る
。

た

だ
こ

こ

で、

事
件
に

つ

い

て

の

統
括
性
の

強
い

記
録
か

ら

川

端

が

何
を

受
け、

何
を

変
形
し

た

の

か
、

そ

し

て

そ

れ

ら

を

ど

う

語

り

直
し

た

の

か

と

い

う

基

本
の

構
造
を

考
え

る

上

で

は、

四

つ

を

そ

の

内
容、

形
式
の

別
を

越

え

て

ま

と

め

て

取
り

上

げ
る

乙

と

に

特
別
の

支
障
は

な
い

だ

ろ

う
。

か

え
っ

て

典
拠

の

影
が、

共
通

に

抽
出
で

き

る

か

も

し

れ

な
い

。

　

ま

ず、

四

つ

の

小
説

が

『

捜
査

実
例

集
』

の

語
り

の

方
向

に

従
っ

た

部
分
か

ら

考

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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え

る

が、

そ

の

前
提
と

し

て

次
の

こ

と

を

押
さ

え

て

お

き

た
い

。

そ

れ

は、

川
端
が

個
々

の

事
件
を

再

検
証
し

よ

う
と

は

し

て

い

な

い

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

す
な

わ

ち、

川
端
に

と
っ

て

事
件
と

の

関

わ

り

は、

す
で

に

完
結
し

た

も

の

と

し

て

統
括
さ

れ

た

『

捜
査
実
例
集
』

の

語

り

の

枠
組
み

か

ら

は

出
な

い

と

い

う
こ

と
で

あ

る
。

こ

れ

は、

川

端
康
成
と

「

犯
罪
」

小

説
と
の

本
質
的
な

関

係
を

示

す
こ

と

と

し
て

重
要

で

あ

る
。

　

も
っ

と

も、

川

端
が

そ

れ

ら
の

小
説
を

書
く

に

当

た
っ

て

参
照、

引
用
し

た

も

の

が、
『

捜
査
実
例
集
』

だ

け

で

あ
っ

た

と

安
易
に

断

定
す
べ

き

だ

と

は

思
っ

て

い

な

い
。

た

と

え

ば

「

そ

れ

を

見

た

人
達
」

は
、

こ

れ

ま

で

専
ら

『

捜
査

実
例
集
』

の

み

を

典
拠
と

考
え

ら

れ

て

き

た

の

だ

が
、

死

体
発

見
に

つ

い

て

書
か

れ

た

二

節
の

冒
頭

部
の

記
述

と

の

対
応
な

ど

か

ら

見
る

と、

天

草
麟
太

郎
『

特
異
犯
罪

の

実
記
』

（

近

代
犯

罪
科
学

藁
捌
巻

昭

和
5
．

 

武

侠
社
）

を

も

参
照
し

て

い

・

・

と

嶷

え

な
い

か

ら

で

あ

る
．

し

か

窮
れ

自
体
も

ま

た、
『

鑿
実
例
集
』

の

影
響
下

に

あ

る

書
物
で

あ

る

と

考
え

ら

れ
る

。

さ

ら

に

作
品
と

し

て

の

ま

と

ま

り

と

い

う
点
か

ら

見

て

も、

川
端
の

「

犯

罪
」

小

説
に

向

か

う

姿
勢
が
、

当
該
事
件
に

対
す

る

新
た

な

真
相
を

独
自
の

分

析
や

調
査

に

よ
っ

て

突
き

止

め

よ

う
と

す

る

も

の

で

な
い

こ

と

は

確

か

で

あ

る
。

『

捜
査
実
例
集
』

の

よ

う

な

も

の

で

は

な

く
、

事
件
当

時
の

、

よ

り

断
片
的
で
一

次
的
な

資
料
（
新
聞
記

事
等
）

を

調

査

し

た

り、

ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

ラ

イ

タ

ー

や

刑
事
が

行
う
よ

う
な

現

場
取
材
を

し

た

気
配
は

な

い
。

　
こ

の

こ

と

を

確
認
し

た

⊥

で
、

『

捜
査

実
例
集
』

の

語

り
の

方
向
性
を

川

端
の

小

説
が

踏
襲
し

て

い

る

部
分
と

し

て、

犯
罪
の

主

役
の

心

理

に

関
わ

る

問
題

を

挙
げ

る

．】
と

が

で

き

る
。

】

般
に

も

知
ら

れ

た

事
件
を
モ

デ
ル

と

す

る

場
合、

自
ず

と

そ

れ

に

最
も

深
く

関
わ
っ

た

人

物
、

た

と

え

ば

犯
人
の

内
な

る

世

界
へ

の

関
心
が

小

説
の

テ

ー

マ

と

な

る

可

能
性
は

高
い

。

小
説
は

そ

う
い

う
こ

と

を

得
意
と

す

る

ジ

ャ

ン

ル

で

あ

る
。

し

か

し

事
件
の

外
貌
を

借
り

て

犯
罪
の

主

役
に

内
面

を

与
え

て

い

く

と

い

う
道
筋
を、

川

端
の

小

説
は

取
っ

て

い

な

い
。

　
『

捜
査

実
例
集
』

の

語
り

が

犯

人
の

心

理

な

ど

に

立

ち

入

ら

な

い

も

の

で

あ

る

こ

と

は、

す

で

に

述
べ

た
。

警
保
局

ら

し

い

法
の

下
の

善
悪

の

判
断

が

文
体
に

表
れ

る

こ

と

は

あ
っ

て

も
、

犯
行
お

よ

び

捜
査

を

め

ぐ

る

事
項
か

ら

話
題
が

逸
脱
す
る

こ

と

は

な

い
。

小
説
な
ら

簡
単
に

描
け

る

例
え

ば

犯
人
の

心

の

動
き

な

ど

は
、

こ

の

実
例

集
に

は

出
て

乙

な

い
。

　
『

捜
査

実
例
集
』

の

見
ど
こ

ろ

は
、

事
件
や

捜
査
を

め

ぐ

る

「

事
実
」

と

い

う
も

の

の

重

み
に

あ

る
。

記
憶
さ

れ

る

べ

き

特
異
犯
罪

が

捜
査
の

過
程

で

垣

間
見
せ

る

真

相
は、

生
半
可
な

心

理

の

分

析
な

ど

を

超
え

る

力
を

発
し

て

い

る。

川

端
の

小
説

の、

主

と

し

て

叙
事
的
な

側
面

が

持
つ

迫
真
性
の

大

半
は
、

こ

の

『

捜
査
実
例
集
』

の

移

植
に

よ

る

も

の

で

あ
り、

こ

の

典

拠
な

し

に

生

み

出
せ

る

も
の

で

は

な

い
。

　
「

田

舎
芝

居
」

の

「

場
面

を
例
に

あ

げ

て

み

よ

う。

財
産
へ

の

異
常
な

固
執
か

ら
、

妹
の

夫

を

二

度

ま

で

も

殺
し

た

事
件
の

首
謀
者
花
は、

そ

の

死

体
の

埋
め

場
所
が

共

犯
者
の

口

か

ら

漏
れ

る

の

を

恐

れ
、

一

人
で

別
の

場
所
に

埋

め

替
え

る
。

二

度
と

も

で

あ

る
。

「

一

艮

は

窪
地

に

埋

め

た

も

の

の、

花
は

後
口

伝
蔵
の

口

か

ら

発
覚
し

た

場

合
証
拠
と

な

る

こ

と

を

恐

れ

て、

二

三

日

後

の

真
夜
中
に

た

だ
一

人

で

窪
地

に

行

き、

死

体
を

掘
り

起
し、

魚
見
山
の

裏
于
に

埋

め

変
え

た

の

だ
つ

た
。

」

と

あ

る
。

　
こ

の

恐

る

べ

き

行

為
は

、

典
拠
に

依
る

も

の

で

あ

る
。

埋

め

替
え

ま

で

の

間
隔

は、

『

捜
査
実
例
集
』

に

比
べ

て

「

田

舎
芝

居
」

の

方
が

著
し

く

短
く

設
定
さ

れ
、

そ

の

無
言
の

恐
怖
性
を
い

っ

そ

う
高
め

て

い

る
。

　
二

度
目
の

殺
人

は、

被
害

者
の

妻
で

あ

る

妹
里

子

も

共
犯
で

あ

る
。

妹
の

夫

を

姉

妹
と

別
の

男

と

で

殺
そ

う
と

い

う

事
態

に
、

同
居

の

母

親
は

ど

う

し

た

か
。

「

夜
の

八

時
頃、

花
は

伝
蔵
を

連
れ

て

実
家
へ

行
つ

た
。

伝
蔵
は

裏
庭
の

さ

ぼ

て

ん

の

蔭
に

隠
れ

て

ゐ

て、

合
図
を

待
つ

こ

と

に

な

り、

花
一

人
家
に

入
つ

て、

出

迎
へ

た

母
の

し

な

に、

お

母
さ

ん

今
夜
は

竹
三

郎
を

や
つ

つ

け

る

の

だ

よ

と、

平
気
で

言
つ

た
。

母
も

別
に

驚
い

た

風

は

な

く

て、

さ

う
か

い
、

う

ま

く

お

や

り

と

答
へ

た
。

」

〔

「

田

川

端
康
成
の

「

犯

罪
」

小

説

高
橋
真
琿
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明
星

大

学
研

究
紀
要
【

目

本
文
化
学
部
・
、「囗

語
文

化

学
科
】

第
十
二

号

　
二

〇
〇
四

年

舎
芝

居
L
）

　
川

端
の

小

説
の

方
が

や

や

強
め

て

い

る

が、

こ

れ

も

ま

た

『

捜
査
実
例
集
』

述

の、

投
げ

出
さ

れ

た

よ

う

な

事
実
の

す
ご

み

を

受
け
て

い

る

の

で

あ

る。

の

記

リ
ユ

は、

先
づ

綱
五

郎
と

友
次
郎
と

に

は
、

合
図

を

す

る

迄

近
く

の

西

瓜

小
屋

の

中
に

忍

ん

で

居

れ

と

云

ひ

置
い

て、

ト

ラ

ヱ

方
へ

行
き、

母

タ

メ

の

部
屋
へ

這

入
つ

て

行

つ

た
。

／
『

お

母

さ

ん、

今
夜
は

直
次
郎
を

遣
つ

付
け

る

の

だ

よ
』

と
、

女
に

似
気
な

き

恐
ろ

し

い

言

を

平

気
で

云

ひ

出
し

た
。

母
の

タ

メ

も

夫
れ

と

な

く

感
付
い

て

居
た

模
様
で、

別
に

驚
ろ

き

も

し

な

か

つ

た
。

／

『

甘

く
お

遣
り

よ
。

』

と

云

つ

た

様
な

調

子

で、

反
つ

て

夫
れ

を

喜
ぶ

様
子
で

あ
つ

た
。

（

「

椒
村
の

入

婿
殺
」）

　

川

端
の

小

説
の

側
か

ら

言

え

ば、

こ

う

し

た

受
容
・

踏
襲
は
、

も

う
一

方
の

力、

つ

ま

り

『

捜
査
実
例
集
』

か

ら
の

逸
脱
・

改
変
と

い

っ

た

面
の

力
と

も

引
き
A
口

う

も

の

に

な
っ

て

い

る
。

今

見

た

投
げ
出
さ

れ

た

よ

う

な

非
情
な

場
面

も、

実
は

原
話
の

『

捜
査

実
例
集
』

の

中

に

あ

る

時
よ

り

そ

の

力

が

増
す
の

は、

単
純
な

踏
襲
で

は

な

く、

川

端
の

テ

ク

ス

ト

が

そ

の
一

方
で

そ
こ

か

ら

逸

脱
・

反
発

す
る

力

を

備
え

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

今
度
は

そ

ち

ら

の

面

に

目

を

向
け

て

み

た

い
。

　
一

つ

は、

法
の

裁
き

に

向
け

て

の

プ

ロ

セ

ス

と

い

う
観
点
か

ら

見

た

時
に

必

要

と

は

さ

れ

な

い

言
説
が、

主

に

そ

の

事
件
の

発
見
者
や

関
係
者、

捜
査
に

関

わ

る

者

（

『

捜
査

実
例
集
』

に

は

出

て

こ

な

い

架
空
の

人
物

も

含
め

て
）

の

視
界

を

通
し

て

語

ら

れ

る

こ

と

が

多
い

と

い

う
こ

と

で

あ

る。

二

れ

は

犯

罪
の

主

役
の

心

理

な

ど

に

立

ち

入
ら

な

い

と

い

う

点
で、

川

端
の

小

説
が

『

捜
査

実

例
集
』

の

方
向
を

踏
襲
し

て

い

る

と

述
べ

た

こ

と

と、

矛
盾
す

る

面
を

持
つ
。

『

捜
査

実
例
集
』

に

は、

犯
罪
捜

査
の

上

で

必

要
と

思

わ

れ

る

も

の

は

記
述

さ

れ

て

い

る

が、

そ

れ

と

関

わ

り

の

薄
い

188

個
人

的
感
慨
等
に

触
れ

ら

れ

る

箇
所
は

少
な

い
。

　
「

久
留
米
村
森

林
内
の

女

屍

体
」

の

冒
頭
部
の、

死

体
を

発

見
す

る

場

面

を

見
て

み

よ

う
。

大
正

十
五

年

六

月

四

日、

中
野
電

信
隊
の

一

部
隊
は、

北

多
摩
郡
内
へ

演

習
に

行
つ

て、

其
の

夜
は

久
留
米
村
字
前
沢
の

山
林
で

露
営
し

た
。

／

其
の

夜
八

時

頃、

一

等
卒
佐
川

良
雄
（

二
一、一
）

は

炊
飯
用
の

薪
拾

ひ

に

同
所
雑
木

林
へ

這

入

り

込

ん

だ
。

段
々

林
の

中
へ

進

ん

で

行
く

内

に

何
所
と

も

な

く

変
な

臭
気
が

鼻

を

突
い

て

来
る

。

　一

等
卒
は

『

於
怪
し

い

な

あ
』

と

独
り

言
を

云

ひ

な

が

ら、

其
の

臭
気
の

来
る

方
へ

進

ん

で

行
つ

た
。

／

ふ

と

見
れ

ば

木
の

間
を

漏
れ

る

薄

光

を

透
し

て、

何
だ

か

薄
黒
い

物
が

雑

木
の

中
に

横
た

は

つ

て

居
る

。

近
寄
つ

て

見
る

と、

そ

れ

は

人
の

屍
体
の

様
だ

。

一

等
卒
は

非
常
に

驚
ろ

い

て

本
隊
へ

駈
け

戻
り、

共
の

次

第
を

上

官
に

報
告
し

た
。

　
一

見、

読
み

物
風

だ

が
、

こ

二

に

は

死
体
を

発
見

し

た

時
の

様
子

を、

素
朴
な
レ

ペ

ル

で

上

官
に

報
告
し

た

言

葉
の

跡
が

あ

る
。

本
入
白
身
の

申
告
か、

そ

れ

を

受
け

止

め

た

上

官
に

よ

る

も

の

か

は

別
と

し

て、

報
告
の

中
に

あ

る

べ

き

以

上

の

も

の

は

な
い

。

　

そ

れ

に

対
し

て

「

そ

れ

を

見

た

人

達
」

二

節
の

冒
頭
部
は、

次
の

よ

う

に

な
っ

て

い

る
。

中
野

電
信
隊
の
一

部
隊
が
、

演
習
地

の

雑
木
林
に

露
営
し

た
。

波
川
一

等
卒
は

飯
炊
き

の

薪
を

拾
ひ

歩
き

な

が

ら、

い

つ

と

も

な

く

林
深
く

入
つ

て

い

た
。

／

六

月
は

じ

め
の

夜
の

八

時
頃

、

星

明

り

で

あ
つ

た
。

／

林
に

枯
枝
を

拾
ふ

と
い

ふ

や

う
な

こ

と

は
、

古

里
の

思

ひ

出
じ

み

て

ゐ

る
。

し

か

し

彼
は

東
京
育
ち

で
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あ
つ

た
。

け

れ

ど

も

歩
い

て

ゐ

る

う

ち

に、

や

は

り

彼
も

少
年
の

無

心

に

落
ち

こ

ん

で

ゐ

た
。

そ

し

て

ふ

と

立

ち
止

つ

た

時
は、

木
々

が

風

に

鳴
つ

て

ゐ

る

の

に

驚
い

た
。

急
に

家
に

逃

げ

帰
る

子

供
の

や

う

な、

夜
の

恐

れ

を

感
じ

た
。

屍

体
が

彼
の

近

く

に

あ
つ

た

の

で

あ

る
。

／

緑
の

は

げ

し
い

薫
り

だ

と

思
つ

た
。

そ

れ

は

つ

か

の

ま

で、

動

物
の

腐
る

臭
ひ

が

鼻
を

突
い

た
。

薄
明
り

の

底
に
、

黒
い

も

の

を

白

骨
が

縫
つ

て

見
え

た
。

ま
つ

し

ぐ

ら
に

駈

け

る
一

等
卒
は、

足

を

踏
む

土

に

昼

の

ぬ

く

み

を、

そ

し

て

頬
に

触
れ

る

葉
に

夜
の

冷
た

さ

を、

そ

う
い

う

ち

ぐ

は

ぐ

な

自

然
に

追

は

れ

る

よ

う

な

気
持
だ

け

が、

冴

え

冴
え

と

分

る

だ

け

で
、

露
営
の

場

所
へ

着

く

な

り、

／

「

分
隊
長
殿、

人
間
が

山
林
中
に

死

ん

で

を

り

ま

す
。

」

　
『

捜
査
実

例
集
』

か

ら

「

文
学
」

へ

と

い

う
よ

う
な

語
り

直
し

が

は
っ

き

り

と

見

え

る

と
こ

ろ

だ

が、

こ

の

こ

と

は

た

だ

文
学
者
の

加
工

技
術
の

巧

み

さ

を

意
味
し

て

い

る

の

で

は

な

い
。

「

古
里

の

思

ひ

出
じ

み

て

ゐ

る。．…
「

彼
も

少
年
の

無
心

に

落
ち

こ

ん

で

ゐ

た
。

」

と

い

う
よ

う
な、

語

り

手
の

声

と

波
川
一

等
卒
の

内
心

と

の

境
界

の

定
か

で

な

い

言

い

回

し、

ま

た
、

「

急

に

家
に

逃
げ

帰
る

子

供
の

や

う

な
、

夜
の

恐

れ

を

感
じ

た
。

」

「

足

を

踏
む

土

に

昼
の

ぬ

く

み

を、

そ

し

て

頬
に

触
れ

る

葉
に

夜

の

冷
た

さ

を
」

と
い

っ

た

明
ら

か

に

彼
の

感
覚
を

表
現

し

た

部
分、

そ

れ

ら

は

波
川

一

等
卒
が

上

官
に

報
告
す
る

に

し

て

も、

あ

る

い

は

彼
の

報
告
を

報
告
書
に

仕
 

て

る

上

官
（

ま

た

は

警
察
官
）

の

記

述
に

し

て

も、

不

自
然
を

越
え

た

逸

脱
で

あ

る
。

下

部
か

ら

上

部
へ

伝
達
し

て

い

く

と

い

う

集
権
的
な

力
に

よ
っ

て

可

能
な

文
体、

初

段
階
か

ら
の

報
告
の

様
々

な
レ

ベ

ル

を

包
み

込
ん

で
、

最

終
的

に

犯
罪

の

捜
査

を

統

括
的
に

記
述
し

た

警
保
局

の

文
体

白
体
が
、

こ

こ

で

は
一

気
に

崩
さ

れ

て

し

ま
っ

て

い

る

こ

と
に

な

る。

　

同

じ

「

そ

れ

を

見

た

人

達
」

で

言
え

ば、

鑑
定
の

た

め

に

警
察
に

呼
ば

れ

た

質
屋

川

端
康
成
の

「

犯
罪
」

小
説

高
橋

真
理

が、

殺
さ

れ

た

女
の

ぬ

く

も

り

と

し

て

質
種
の

「

肌
の

匂
ひ
一

の

「

温
か
」

さ

を

瞬

時
想
起
し

た
こ

と

も、

死
体

遺
棄
の

現
場
を

目

撃
し

た

と
い

う

少

女

が
、

目

撃
者
と

い

う
「

女

土

の

座
」

か

ら

下

り

た

後
も、

男

と

共
に

死

体
を

捨
て

に

来
た

加

害
者
の

美
女
に

未
来
の

自
分
の

姿
を

重

ね

て

見
る

よ

う
な

悪
へ

の

傾
斜
の

空
想
も、

事
件
を

法
で

裁
く

形
に

捜
査
を

完
了

し

て

い

く

手
続
き

を

記
し

た

『

捜
査
実
例
集
』

を

基
準

に

す
れ

ば、

無
駄

な

感
想

で

あ

る
。

　
「

『

鬼
熊
』

の

死

と

踊
子
」

も

同
様
で

あ

る
。

逃

亡

中
の

鬼
熊

に

帯
を

つ

か

ま

れ
、

首
に

腕
を

巻
か

れ、

膝
に

抱
き

上

げ

ら

れ

た

十

四

歳
の

け
い

子

が、

そ

の

五

年
後
に

「

鬚
が

ぼ

う

ぼ

う

だ

と

か、

げ
つ

そ

り

痩
せ

て

る

と

か

　
　
も

う

そ

ん

な

ん

ぢ

や

な

く

て、

何
だ

か

人

間
と

思
へ

な
い

の

よ
。

け
だ

も

の

ー
闇
ん

中
を

駈

け

廻
つ

て

ゐ

る、

気
が

ち
が

つ

た

け

だ

も

の

の
、

そ
の

ま

た

生

き

た

幽
霊

ー
で

も、

恐
し

く

強

い

の

よ
。

」

と

言

う

と

こ

ろ

な

ど

で

あ

る
。

ま
た

「

田

舎
芝

居
」

で

は、

事
件
の

捜

査

と

そ

の

立

証
の

た

め

に

は

余
剰
と

し
か

言

い

よ

う
の

な

い
一

巡

査
の

不

安
に

満
ち

た

予

感
の

高
ま

り

を、

高
い

岩
の

上

か

ら

海
を

見
下
ろ

す
次
の

よ

う
な

場
面
に

よ
っ

て

表
示

し

よ

う

と

す

る

と

こ

ろ

に
、

そ

れ

を

見
る
こ

と

が

で

き

る
。

海
村
に

住
み

慣
れ

て
、

日

頃
海
や

岩
な

ど

改
ま
つ

て

眺
め

る

折
の

な

い

巡
査
は、

荒
々

し

く

岩
の

根
を

噛
み、

し

ぶ

き

を

立

て

て

渦
巻
い

て

ゐ

る

波
が

珍
ら

し

く、

暮
色

は

そ

の

凄
い

あ

り

さ

ま

に

鬼
気
を

添
へ

て、

身
が

縮
む

や

う
だ
つ

た
。

　

け
い

子、
コ

巡
査
L

と
い

う、

実
際
の

事
件
の

記
録
に

は

な

い

架
空
の

存
在
の

視

界
を

得
る

こ

と

で、

語
り

手
は

自
由
に
、

犯
罪

捜
査
の

持
つ

寡
黙
な

叙
事
性
と

は

裏

腹
な、

饒
舌

な
工

卩

ス

を

描
き

込

ん

で

い

る
。
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明
星
大
学
研

究
紀
要

【
日

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第

十
二

号

　
二

〇

〇
四

年

四

　
「

私
」

の

介
入

　
「

金
塊
」

を

例
に、

警
保
局

文

体
の

統
括
性
を

解
除
し

て

し

ま

う

語
り

に

つ

い

て、

さ

ら

に

述・．
へ

た

い
。

　
こ

こ

で

の

事
件
は、

透

視
術
を

使
っ

て

海
底
の

宝
物
の

あ

り

か

を

突
き

止

め

た

と

し

て

引

き

揚
げ

費
用
そ

の

他
を

「

詐
取
」

し

た
一

味
が

逮

捕
さ

れ

る

と

い

う

も

の

で

あ

る
。

モ

デ
ル

と

な
っ

た

事
件
の

首
謀
者
は

千
里

眼
で

知
ら

れ

る

三

田

光
一

だ

が、

小
説
で

は

そ

の

名

を

「

太
田

光
洋
」

と

し
、

『

捜
査

実
例
集
』

に

は

出

て

こ

な
い

首

謀
者
の

娘
「

私
」

を

語

り

手
に

置
い

た。

小

説
は

事
件
の

経
過
や

捜
査
の

過

程、

細

か

な

数
値
上

の

こ

と

ま

で

『

捜
査
実
例
集
』

の

記

述

を

踏
襲
し
て

い

る
。

　
し

か

し、

そ

の

語
り

は

ま

る

で

逆
方
向
を

向
い

て

い

る。
『

捜
査

実
例
集
』

の

語

り

の

核
は

当

然
な

が

ら、

法
の

秩
序
で

あ

る
。

正

邪
の

区
別
を、

捜
査

の

事
実
と

の

関
係
に

絶
え

ず
加
え

な

が

ら

語
っ

て

い

る
。

透
視
と

念
写

と

を

す

る

事
が

出
来
る

と

称
し、

帝
国
自
覚

会
と

云

ふ

団
体
を

組

織
し、

自
ら

会
長
と

な
つ

て

紳
土

風
を

吹
か

す

三

田

光
一

と

云

ふ

男
が

あ
る

。

（

中
略
）

二

＋

≡
歳
頃
か

ら

（

中
略
）

一

定
の

職
業
な

く、

何
時
の

頃
か

ら

か

透

視
術
と

云

ふ

看
板
の

下

に

人
々

を

詐
き、

詐
欺
的
の

行
為
を

常
業
と

す

る

不

良
者
と

な

つ

た
。

彼
は

窃
盗、

詐
欺
等
の

前
科
が

四

犯
も

あ

る
。

（

中
略
）

又

金
銀

鉱
脈
の

発
見

等
も

屡
々

為
し

た

事
が

あ
る

蕉
捌
昔
口

し

て

居

る
。

彼
の

巧

な

自
己

宣
伝
に

惑
は

さ

れ

て、

蝟
集
し

て

来
る

欲
張
資
本
家
や

利
権
屋

を

利
用

U
（

以
下
略
）

（
「

松
保
丸

の

金
塊
引
揚
詐
欺
」

）

二

定
の

職
業
な

く
L

「

人
々

を

詐
き

」

「

四

犯
も

あ

る
」

「

揚
昔
口

し

て

居
る
」

「

利

190

用
し
L

と

い

っ

た

価
値
判
断
を

伴
う
言
説
を

積
み

重
ね

、

そ

の

「

不

良
者
」

の

像
を

動
か

し

が

た

い

も

の

に

し

て

い

る
。

続
く

箇
所
に

も

「

触
れ

込

み

だ
」

「

見
込

の

な

い

事
を

承

知
し

な

が

ら
一
「

欺
罔

し

て
」

「

詐
取
し

や

う
と

目

論
見
」

「

吹
聴
し
」

「

事

実
を

偽
つ

て

発
表
し

」

「

謀
計
企

画

を

廻
ら

し
」

「

利
権
屋
等
を

利
用

し
」

「

唆
か

し

て
」

「

誘
き

寄
せ
」

な

ど

の

言
説
を

立

て

続
け

に

用

い

る

こ

と

に

よ

．

て
、

三

田

の

行
為
の

反

社
会

性
を

絶
え

ず
明

示
し

て

い

く。

　
い

っ

ぽ

う

小

説
「

金

塊
」

は、

そ

う

し

た

『

捜
査

実
例
集
』

に

あ

る

法

的
判
断、

正

邪
の

判
断
か

ら

く

る

意
味
づ

け

を

排
除
し

て

い

る
。

父

は

（

中

略
）

十

八

歳
の

時、

東
京
に

出
て

参
り

ま

し

た
。

そ

し

て
、

陸
軍

製

絨
所
や

陸
軍

砲
兵
工

廠
の

職
工

を
い

た

し

て

を

り

ま

す
う

ち
に、

魂
の

病
ひ

に

と

り

つ

か

れ

て

し

ま

つ

た

の

で

ご

ざ

い

ま

す
。

（

中
略
）

き
つ

と

後
年
の

透

視

力

は

も

う

芽
生

え

て

ゐ

て、

異

常
児
だ
つ

た

の

で

ご

ざ

い

ま

せ

う。

青
雲
の

志

を

抱
い

て

都
に

出
る

と

は

い

ふ

も
の

の
、

そ
こ

に

人

な

み

で

な

い

心

が

ご

ざ

い

ま

し

た

で

せ

う、

陸
軍・
の

工

場
も
二

の

透
視
や

念
写
が

祟
つ

て
、

二

十
一

か

二

の

頃
に

追
ひ

出
さ

れ

た
の

だ

さ

う
で

ご

ざ

い

ま

す
。

そ

れ

か

ら

の

父

は

遂
に
一

定
の

職
に

就
く
こ

と

を

許
さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た
。

詮
方
な

く

自
分
の

魂
の

病
気

を

食
べ

て

生

き

て

行
く

う

ち

に、

前
科
四

犯

を

重
ね

た

の

で

ご

ざ

い

ま

す
。

（

「

金

塊
」）

　
『

捜
査

実
例
集
』

の

語

り
の

持
つ
、

警
察
的
正

邪
の

き

め
つ

け

を

排
除
し

て

い

る

と

言
う

に

は

止

ま

る

ま

い
。

こ

の

「

私
」

の

語
り

を

支
配

し

て

い

る

の

は、

警
察
が

「一
二

田

光
一
」

を

犯
人
と

す

る

の

と

匹

敵
す
る

力

で、
「

私
」

が

父
「

太
田

光
洋
」

の

透
視
の

力

を

信
ず
る
一

念
の

よ

う
な

も

の

で

あ

る
。

「

見

え

ぬ

も

の

を

見
た

た

め

に

罪
人
と

な

り

ま

し

た

父
」

「

地

に

埋
れ、

海
に

沈
ん

だ

黄
金
を

透

視
出

来
ま

し

た

父
」
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「

見

え

な
い

も

の

が

見
え

出
し

た

の

で

ご

ざ
い

ま

す
一
「

父
の

透
視
し

ま

し

た

宝
物
」

「

見

え

ぬ

も

の

を

見
る

父
の

魂
」

と

は、

父
の

透

視
力

に

対
す

る

信
念
に

支
え

ら

れ

て、

警
察
の

反

対
側
に

立

つ

言

説
に

ほ

か

な

ら

な

い
。

　

そ

し

て

そ

う
い

う
「

私
」

の

位
置
は、

実
は
こ

の

小

説
の

冒
頭
に

す
で

に

示
さ

れ

て

い

る

も
の

で

も

あ
っ

た
。

そ

れ

は

典
拠
と

こ

の

小
説
と

の

関
係
を

示

す、

象
徴
的

と

も

言
え

る

よ

う

な

語
り

初
め

で

あ

る
。

国
の

法
と

い

ふ

も

の

に

よ

り

ま

す
と、

私
の

父
は

詐
欺
師
で

ご

ざ
い

ま

し

た
。

獄
死
い

た

し

ま

し

た。

最
後
に

は、

東
京
の

ス

テ

イ

シ

ヨ

ン

・

ホ

テ

ル

で

捕
へ

ら

れ

ま

し

た
。

　
「

国

の

法
と

い

ふ

も

の

に

よ

り

ま

す

と
」

と

い

う
出
だ

し

の

意
味
す
る

も

の

は、

「

国
の

法
」

に

対
す
る

「

私
」

の

距
離
で

あ

る
。

「

父
」

が、

い

か

に

多
数
の

人
問
の

常
識
を

土

台
に

し

た

も
の

で

は

量
る

こ

と

の

で

き

な
い

領
域
を

生

き

た

者
で

あ

る
か

を、
「

私
」

は

語
っ

て

い

る
。

「

私
」

の

類
い

希
な

美
し

さ

さ

え、

金
塊
と

い

う
美
を

海
の

底
に

も

透
視
す
る

こ

と

の

で

き
る

父

の

魂
の

現

れ

で

あ

る

と

語
る

「

私
」

の

論

法
も

ま

た、

現
世

の

枠
組
み

か

ら

逸
脱
し

た

も
の

で

あ

る
。

　

こ

こ

に

は、
『

捜
査

実
例
集
』

を

用
い

な

が

ら、

そ

れ

を

逆
転
し

て

し

ま

う

よ

う

な

事
態

が

生

じ

て

い

る
。

そ

れ

は、

公

的

な

書
物
の

枠
組

み

を

ひ

と

つ

飛
び

越

え

た

「

私
」

と

い

う
語
り

手
の

介
入

に

よ

ワ

て
、

可

能
に

な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

そ

れ

を

も

っ

と

意
図

的
、

実
験
的
に

行
っ

て

い

る

の

が
、

「

そ

れ

を

見
た

人

達
」

で

あ

る。

こ

こ

で

の

「

私
一

は、

犯
人
や

事
件
と

直
接
関

係
の

な

い

「

小

説
家
」

で

あ

る
。

冒
頭
部
の

記
述

を

見

よ

う。

し

て

み

れ

ば、

こ

の

医

師
（

注

高
橋
　
死

体
鑑
定
を

し

た

「

警
視
庁

鑑

識
課
の

川

端

康
成
の

一
犯
罪
」

小

説

高
橋
真
理

技
師
L
）

が

こ

の

小

説
の

主
人
公

と

な

ら

ね

ば

な

ら

な
い

。

し

か

し

私
は
こ

こ

に
、

そ

れ

を

見

た

人
達
と

題
し

て、

実

は

そ
れ

を

見

な

か

つ

た

人
達
の

こ

と

を

書
か

う

と

思

ふ

の

で

あ

る
。

法
医
学
的
な

術
語

の

裏
に、

鑑
定

者
の

ど

の

や

う

な

心

が

隠
れ

て

ゐ

よ

う
と

も、

屍
体
を

見

る

玄
人

の

彼
は、
　一

先
づ

私
の

小
説

の

扉
の

外
に

し

め

出
す
の

で

あ
る
。

　
「

私
の

小

説
」

だ

と

い

う

枠
組
み

が

示
さ

れ

て

い

る
。

し

か

も

こ

こ

に

描
こ

う

と

す
る

人

達
は、
「

警
保
局

発
行
の

「

警
察
研
究
資
料

第
十
八

輯
一

に

記
載
さ

れ

て

い

る
、

実
在
の

人

物
ば

か

り

で

あ
」

り、
「

彼
等
が

い

か

に

そ

れ

を

見

た

か
、

或
ひ

は

見
な

か

つ

た

か

と
い

ふ

こ

と

を、

鑑

識
技
師
の

見

方
と

比

較
す

る

と

こ

ろ

に、

こ

の

小

説

は

成
り

立
つ

の
」

だ

と

「

私
」

は

語

る

の

で

あ

る
。

　
小

説
の

二

節
以

下

は、
「

そ

れ
」

11

腐
乱
死

体
を

「

見

な

か

つ

た

人

達
」

　一

人
一

入

に

焦
点
を

当

て

た

三

人
称
の

語

り

に

な

り、
「

私
」

が

前
面

に

出

て

く

る

機
会

は

な

く

な
っ

て

い

く

が
、

五

節
に

「

警
保
局
の

記
録

に

も

簡
単
に

載
つ

て

ゐ

る

け

れ

ど

も、

そ

れ

を
一

々

こ

こ

に

わ
づ

ら

は

し

く

書
く

ほ

ど、

死

人

と

か

か

り

あ

ひ

の

あ

る

者
は

な

か

つ

た。

だ

か

ら、

そ

れ

を

見

た

人

達
の

う

ち

で、

ど

う
し

て

も

逃

せ

ぬ
一

人、

つ

ま

り

加
害
者
の

こ

と
だ

け

を

書
く
に

止

め

よ

う
。

一

と

い

う

と
こ

ろ

も

あ

り、

「

私
」

の

小

説
全
体
に

対
す

る

統
括
の

枠
は

維
持
さ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

同

時
に

こ

れ

は、
一

警

保
局
の

記
録
L

に

対
す
る

「

私
］

の

介
入、

つ

ま

り

書
き

換
え

行
為

の

呈

示

に

も

な
っ

て

い

る
。

「

私
」

の

小

説

と

い

う

上

位
概
念
の

下
に
、

「

警
保

局
の

記
録．」

は

書
き

換
え

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
「

『

鬼
熊
』

の

死
と

踊
子
」

の

語
り

手
も

、

「

そ

れ

を

見
た

人
達
」

と

同
じ

よ

う
に

小
説
家
の

「

私
」

で

あ

る
。

こ

こ

で

も

「

私
」

に

よ

る

書
き

換
え

が

行

わ

れ

て

い

る
、

と

見
る

こ

と

が

で

き

る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要

【

日

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
二
口
η

　
二

〇

〇

四

年

と
こ

ろ

で

間
も

な

く

私
は、

千
葉
の

鬼
熊
事
件
の

予

審
調
書
を

手
に

入
れ

て、

そ

こ

に

踊
子

水
木
柳
子

の

少

女

時
代
を

発
見

す
る

や

う
な
こ

と

に

な

つ

た

の

で

あ
つ

た
。

調

書
で

は

行
方
不
明
と

な

つ

て

ゐ

る

影
山
け
い

子

を

で

あ

る。

　

鬼
熊
の

最
期
を

知
る

柳
子
こ

と

け

い

子
の

話
に

基
づ

い

て

「

私
」

が

書
い

た

「

小

説
」

の

中
で
、

「

予

審
調
書
」

は

結
果
と

し

て

書
き

換
え

ら

れ

る

こ

と

に

な

る

は

ず

で

あ

る
。

こ

こ

で

は

「

予

審
調
書
」

が、
「

私
」

に

と
ウ

て

の

資
料
の

位
置
に

置
か

れ

て

い

る。

　

「

予
審
調

書
」

も

「

そ

れ

を

見

た

人

達
」

の

「

警
保
局
発
行
の

「

警
察
研

究
資
料

第
十

八

輯
」

L

も、

も

ち
ろ

ん

虚
構
の

中
の

書
物
で

あ

り、

川

端
康
成
が

小

説
を

書

く

上

で

用
い

た

『

捜
査
実
例
集
』

と

同
一

に

す
べ

き

も
の

で

は

な

い
。

た

だ
、

書
き

手
と

し

て

の

川

端
康
成
と

い

う

外
部
の

事
情
が
、

影
の

よ

う

に

作
。

瞿
31
き

詈
れ

た

も
の

と

し
て

見
る

こ

と

は

で

き

る

で

あ

ろ

う
。

　

繰
り

返
し

に

な

る

が、

川

端
の

用

い

た

材
料
『

捜
査
実
例
集
』

は
、

一

つ

の

作
品

と

言
っ

て

も

い

い

強
い

語
り

の

統
括
性
を

持
つ

も

の

で

あ

る
。

ゆ
、

乏
そ

れ

を

「

（

引
用

も

含
め
）

変
形
」

す

る

作
業
に

は
、

そ

れ

を

統
括
す
る

語
り

手
に

対
す

る、

こ

ち

ら

側
の

語
り

手
の

立

場

が

表
れ

出
ず
に

は

い

ら

れ

な

い

は

ず
で

あ

る
。

取

り

上

げ

た

小

説
は

意
図

す

る、

し

な
い

に

関
わ

ら

ず、
『

捜
査
実
例
集
』

に

対
す
る

批
評

性
を

持
っ

て

い

る

と

言

う
こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う
。

　

以

上、

川

端
康
成
の

小
説
と

『

捜
査
実
例
集
』

と

の

関
係
に

つ

い

て

見
て

き

た

が
、

十
分
言
い

尽
く

せ

て

は
い

な
い

。

こ

の

ほ

か

に、

別
の

典
拠
を

持
つ

「

二

十

歳
」

と

「

散
り

ぬ

る

を
」

に

つ

い

て

も

検
討
し

な

け

れ

ば、

川

端
の

「

犯
罪
」

小

説
に

つ

い

て

ト

ー

タ

ル

に

と

ら

え

る

こ

と

は

で

き

な
い

か

ら

で

あ

る
。

い

ず
れ

別
稿
を

用
意
す

る

つ

も

り

で

い

る
。
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注
（
−）

小

林

芳

伝
川

端

蔑
の

轟
的
犯
罪
小
説
」

（
「

解
釈

と

讐
」

ー
93

．
5）、
「

川
端
康
成

　

　
の

実
録

的

犯
罪
小

説
ニ

ー
「

散
り
ぬ

る

を」
そ

の

事
実
と

虚
構
の

美
学

L

（
「

解
釈
と

鑑
賞」

　

　
1993

・
12）、
コ

川
端

康
成
の

実
録

的

犯
罪
小

説
L

（「
十
文
字
国

文
」

1995

，
3）。

新
城

　

　
郁
夫
「

解
体
さ
れ

る

犯

罪
小

説
　

　
川
端
康
成
「

そ
れ

を

見

た

人

達
」

を

め

ぐ
っ

て

　
　

」

（
「

琉
球

　

　
大
学
法
学
部

紀

要
日

本
東
洋
文
化
論
集
3
一
1997

．
3）
。

〔

2）

注
1
新
城

（
3）
　
注
1
小
林

（

4）

注
−

小
林、

新

城

（
5）

片
山

倫
太

郎

・

『

散
り

ぬ

る

を
」

に

お

け

る
曲ハ
拠
と

位
相．
ス『
川

端

斈
の

瓧

号
そ

の

生
成
』

　

　

1999

・
3

勉
誠
出
版）

（

6）

残
り
の

磊

三
レ

歳
L

の

典

拠
は

今

回

調
査

し

て

判
明
す

乏
至
。
た
が、
。

れ

に

つ

い

て

は

　

　

資
料
紹
介
を

含
め

て

別
稿
と

し

た

い。

（
7）

『
特

異

犯
罪

の

実
記
』

中
の

・

髪
を

切

ら

れ

た

女
の

死

体
」

は、
「

そ

れ

を

見

矢
達
」

と

同

じ

事

　

　

件
を

扱
っ
て

お

り、

事
伯
そ

の

も
の

の

情

報
も

変
わ

り

が

な

い。

特
に、

死
体
の

発
見

を

分

隊

長

に

　

　

報
告
す
る

場
面
に

「

犬
は

着
物

を

着
て

居

な

い

の

で

あ

り

ま
す。
」

と

あ

る

部
分

が、
「

そ

れ

を

見
た

　

　

人
達」
の

＝

犬
か

な

ん

か

だ

ら

う。
一

（

中
略）
「

着
物
を

着
て

を

り

ま

し

た。
」
L

と

合
致
す
る

と

こ

　

　

ろ

は、

偶
然
と
は

考
え

に

く
い 。
「

そ

れ

を

見
た

人

達」

執
筆
時
に、
こ

れ

を

昆
る
ア｝
と

は

可
能
で

　

　

あ

る。

（
8）

こ

こ

に

は

大
衆
読
み

物
風
に

書
か

れ

た一一

L
の

犯
罪
実
録

叢
め

ら

れ
て

お

り、

＋
四

の

事
件

　

　

と
そ

の

内
容
が

『

捜
査

実
例
集
』

と

車
な
っ

て

い

る
。
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